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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 12月 19日 (2005.12.19)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】 （ Ａ ） ジ カ ル ボ ン 酸 ま た は ジ カ ル ボ ン 酸 ジ ア ル キ ル エ ス テ ル と ジ オ ー ル と を
主 原 料 と し て 触 媒 の 存 在 下 エ ス テ ル 化 反 応 ま た は エ ス テ ル 交 換 反 応 さ せ エ ス テ ル 化 率 又 は
エ ス テ ル 交 換 率 ９ ０ ％ 以 上 の オ リ ゴ マ ー を 製 造 す る 工 程 、 お よ び （ Ｂ ） オ リ ゴ マ ー を 、 複
数 段 の 反 応 槽 を 用 い て 溶 融 状 態 で 連 続 的 に 重 縮 合 反 応 さ せ る 重 縮 合 工 程 、 を 有 す る ポ リ エ
ス テ ル の 製 造 方 法 に お い て 、 （ Ｂ ） 重 縮 合 工 程 に お け る 最 も 内 温 の 高 い 槽 の 内 温 を Ｔ Ｍ Ａ
Ｘ ℃ 、 最 終 槽 の 内 温 を Ｔ （ ω ） ℃ と す る 時 、 Ｔ Ｍ Ａ Ｘ ＞ Ｔ （ ω ）

を 満 た す こ と を 特 徴 と す る ポ リ エ ス テ ル の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】 　 重 縮 合 工 程 （ Ｂ ） が 直 列 す る ３ 槽 以 上 の 反 応 槽 を 用 い て 溶 融 状 態 で 連 続 的
に 重 縮 合 反 応 さ せ る 工 程 で あ っ て 反 応 槽 内 温 度 の 最 高 温 度 を Ｔ Ｍ Ａ Ｘ 、 反 応 槽 内 温 度 の 最
低 温 度 Ｔ Ｍ Ｉ Ｎ 、 最 終 槽 内 温 度 を Ｔ （ ω ） と し た 時 Ｔ Ｍ Ａ Ｘ ＞ Ｔ （ ω ） ≧ Ｔ Ｍ Ｉ Ｎ を 満
た す こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ポ リ エ ス テ ル の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】 　 重 縮 合 工 程 （ Ｂ ） が 直 列 す る ３ 槽 以 上 の 反 応 槽 を 用 い て 溶 融 状 態 で 連 続 的
に 重 縮 合 反 応 さ せ る 工 程 で あ っ て 、 最 終 槽 を 含 ま な い 連 続 す る ２ つ の 反 応 槽 に お い て 上 流
側 の 内 温 が 下 流 側 の 内 温 よ り 低 く な い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の ポ リ エ
ス テ ル の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】 　 上 記 下 流 側 の 内 温 が 最 終 槽 内 温 度 よ り 高 い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記
載 の ポ リ エ ス テ ル の 製 造 法 。
【 請 求 項 ５ 】 　 重 縮 合 工 程 （ Ｂ ） に お け る 上 流 か ら １ 槽 目 の 内 温 を Ｔ （ １ ） ℃ 、 最 終 槽 の
内 温 を Ｔ （ ω ） ℃ と す る 時 、 Ｔ （ １ ） ≧ Ｔ （ ω ） を 満 た す こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至
４ の い ず れ か に 記 載 の ポ リ エ ス テ ル の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】 　 ジ カ ル ボ ン 酸 と し て テ レ フ タ ル 酸 、 ジ オ ー ル 成 分 と し て １ ， ４ － ブ タ ン ジ
オ ー ル を 用 い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ５ い ず れ か に 記 載 の ポ リ エ ス テ ル の 製 造 方
法 。
【 請 求 項 ７ 】 　 ジ カ ル ボ ン 酸 ジ ア ル キ ル エ ス テ ル と し て テ レ フ タ ル 酸 ジ メ チ ル 、 ジ オ ー ル
成 分 と し て １ ， ４ － ブ タ ン ジ オ ー ル を 用 い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ５ の い ず れ か
に 記 載 の ポ リ エ ス テ ル の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】 　 重 縮 合 工 程 （ Ｂ ） に お け る 重 縮 合 反 応 槽 の 少 な く と も １ つ が 、 攪 拌 軸 を 水
平 方 向 に 取 り 付 け た 構 造 を 有 す る 反 応 槽 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ７ の い ず れ
か に 記 載 の ポ リ エ ス テ ル の 製 造 方 法 。

で あ り 且 つ Ｔ （ ω ） ＜ ２
４ ５ ℃

、



【 請 求 項 ９ 】 　 Ｔ Ｍ Ａ Ｘ が ２ ８ ０ ℃ 未 満 で あ る 請 求 項 １ 乃 至 ８ に 記 載 の ポ リ エ ス テ ル の 製
造 方 法
【 請 求 項 １ ０ 】 Ｔ Ｍ Ａ Ｘ が ２ ４ ５ ℃ 未 満 で あ る 請 求 項 １ 乃 至 ８ に 記 載 の ポ リ エ ス テ ル の 製
造 方 法
【 請 求 項 １ １ 】 Ｔ （ ω ） が ２ ４ ０ ℃ 未 満 で あ る 請 求 項 １ 乃 至 １ ０ に 記 載 の ポ リ エ ス テ ル の
製 造 方 法
【 請 求 項 １ ２ 】 触 媒 と し て 有 機 チ タ ン 化 合 物 を 用 い 請 求 項 １ 乃 至 １ １ の い ず れ か に 記 載 の
製 造 方 法 で 得 ら れ た ポ リ エ ス テ ル で あ っ て 、 ポ リ エ ス テ ル 中 の チ タ ン 原 子 の 濃 度 が ２ ５ ０
ｐ ｐ ｍ 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る ポ リ エ ス テ ル 樹 脂 。
【 請 求 項 １ ３ 】

【 請 求 項 １ ４ 】

【 請 求 項 】 請 求 項 １ 乃 至 の い ず れ か に 記 載 の 製 造 方 法 に よ り 得 ら れ た ポ リ エ ス テ
ル で あ っ て 、 末 端 ビ ニ ル 基 濃 度 が １ ５ μ ｅ ｑ ／ ｇ 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る ポ リ エ ス テ
ル 樹 脂 。
【 請 求 項 】 請 求 項 １ 乃 至 の い ず れ か に 記 載 の 製 造 方 法 に よ り 得 ら れ た ポ リ エ ス テ
ル で あ っ て 、 末 端 カ ル ボ キ シ ル 基 濃 度 が １ ～ ４ ０ μ ｅ ｑ ／ ｇ で あ る こ と を 特 徴 と す る ポ リ
エ ス テ ル 樹 脂 。
【 請 求 項 】 請 求 項 １ 乃 至 の い ず れ か に 記 載 の 製 造 方 法 に よ り 得 ら れ 、 末 端 ビ ニ ル
基 濃 度 が １ ５ μ ｅ ｑ ／ ｇ 以 下 、 か つ 末 端 カ ル ボ キ シ ル 基 濃 度 が １ ～ ４ ０ μ ｅ ｑ ／ ｇ で あ る
こ と を 特 徴 と す る ポ リ エ ス テ ル 樹 脂 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 す な わ ち 本 発 明 の 要 旨 は 、 （ Ａ ） ジ カ ル ボ ン 酸 ま た は ジ カ ル ボ ン 酸 ジ ア ル キ ル エ ス テ ル
と ジ オ ー ル と を 主 原 料 と し て 触 媒 の 存 在 下 エ ス テ ル 化 反 応 ま た は エ ス テ ル 交 換 反 応 さ せ エ
ス テ ル 化 率 又 は エ ス テ ル 交 換 率 ９ ０ ％ 以 上 の オ リ ゴ マ ー を 製 造 す る 工 程 、 お よ び （ Ｂ ） オ
リ ゴ マ ー を 、 複 数 段 の 反 応 槽 を 用 い て 溶 融 状 態 で 連 続 的 に 重 縮 合 反 応 さ せ る 重 縮 合 工 程 、
を 有 す る ポ リ エ ス テ ル の 製 造 方 法 に お い て 、 （ Ｂ ） 重 縮 合 工 程 に お け る 最 も 内 温 の 高 い 槽
の 内 温 を Ｔ Ｍ Ａ Ｘ ℃ 、 最 終 槽 の 内 温 を Ｔ （ ω ） ℃ と す る 時 、 Ｔ Ｍ Ａ Ｘ ＞ Ｔ （ ω ）

を 満 た す こ と を 特 徴 と す る ポ リ エ ス テ ル の 製 造 方 法 、 に 存 す る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た Ｔ Ｍ Ａ Ｘ は 、 通 常 ２ ８ ０ ℃ 未 満 、 中 で も ２ ６ ０ ℃ 未 満 、 更 に は ２ ５ ０ ℃ 未 満 、 特 に
は ２ ４ ５ ℃ 以 下 未 満 で あ る こ と が 好 ま し い 。 一 方 、 Ｔ （ ω ） は 、 ２ ４ ５ ℃ 未 満 で あ る
中 で も ２ ４ ０ ℃ 未 満 、 更 に は ２ ３ ９ ℃ 未 満 、 特 に は ２ ３ ８ ℃ 未 満 で あ る こ と が 好 ま し い 。
上 記 し た 槽 内 温 度 条 件 を 満 た さ な い と き に は 末 端 カ ル ボ キ シ ル 基 、 末 端 ビ ニ ル 基 が 多 く 、
色 調 が 悪 化 す る 傾 向 と な る 。
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ポ リ エ ス テ ル 中 の チ タ ン 原 子 の 濃 度 が ３ ０ ～ ９ ０ ｐ ｐ ｍ で あ る 請 求 項 １ ２
に 記 載 の ポ リ エ ス テ ル の 製 造 方 法 。

ポ リ エ ス テ ル 中 の チ タ ン 原 子 の 濃 度 が ３ ０ ～ ５ ０ ｐ ｐ ｍ で あ る 請 求 項 １ ２
に 記 載 の ポ リ エ ス テ ル の 製 造 方 法 。
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で あ り 且
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